
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 5,822 本年度事業費 5,822 交付金交付額 2,911

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　し尿収集車は住環境を害することなく、衛生的に町内のし尿を収集するために必要不可欠なものである。今
回更新する車両については、平成12年の購入以来7年が経過し老朽化が顕著に見られるため、早急に更新
する必要がある。

　し尿収集車は消耗の度合いが早く、事故等の発生を未然に防ぐためにも老朽化した車体については早期の
更新が必要である。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　収集車の外観のための「エコパネル」、地元の竹林保全のため伐採された竹の有効利用を図るため竹炭を
利用した「脱臭装置」は住環境保全のため、また流量計は適正な料金算定のために、それぞれ導入した結
果、多方面から問い合わせを受けるなど、先進的な取組みとして評価されている

具体的な成果
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団体名：与謝野町

し尿処理収集車購入事業

　野田川衛生プラントでは現在６台のし尿収集車を使用し、町内から排出されるし尿の衛生的かつ円滑な収
集・運搬にあたっており、老朽化した車両について随時更新するものである。

＜内容＞
　し尿収集車　　　　１台
　し尿収集計測器　１台

平成18年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


